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この研修では
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kintoneで何が出来て

何が出来ないのかを知り

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
長く使ってみて　わかったのは

kintoneにはコツが有る　ということです。

そこで・・・



kintoneで実現する方法を増やし



働きやすい環境づくり



新しい価値づくり



本格的に
業務に使えるシステム（本丸）
を作る力を
身につけます



研修中の写真



研修中の写真



ツール仕組み

風土・文化

１．働きやすい風土

２．誰でも仕事が

出来る仕組み

３．ITツールの活用

業務改善に必要なもの



ITツールを使ってなにをするか？
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情報の見える化



誰でもできる化



脱EXCEL



みんながアプリを作れるようになります



そのためのDX人材育成プログラム
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なぜみんなでアプリを作るか？



現場のことは
現場が一番知っているから



システム作りが
大きく変わってきました
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１２：３０
つづいては、お客さまを見える化し、

それを経営に生かす方法です。



これまでのシステム作り

・事前にガッチリ打ち合わせ
・決めたものを決めたとおりに

業者が作る
・追加・変更はすべて有償

ウォーターフォール型



新しいシステム作りのスタイル

アジャイル型

・事前に決め過ぎず自分たちで作る
・業務に合わせて、追加変更をする
・小さく産んで、大きく育てる

※注）すべてではありません！



自分たちで、システムを作る
自分たちが、必要なものを作る



DX人材育成 with kintone

基本プログラム内容
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【開催サイクル】 月に１～２回開催
【研修時間】10:00～17:00（応相談）



【研修条件】
・最低3～5名（1人だけ…はおススメしません）

・各部署からリーダーが参加できること
【準備いただくもの】
・プロジェクターを映す場所

（大型モニタでも可）
・持ち寄れるノートパソコン
・会議室、ホワイトボード



「kintoneの基礎を学ぶ」編
～kintone単体で出来ることを知る～

・kintoneとは？クラウドとは？
・各パーツの使い方
・アプリの作り方
・一覧の作り方、グラフの出し方

育成メニュー1日目



「出来ることを増やす」編
～プラグインでkintoneを強化する～

・kintoneでのアプリづくりの考え方を知る
・EXCELとの違いを知る
・プラグインを使って問題解決する

方法を知る
・どんなプラグインがあるのかを知る

育成メニュー2日目
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「本格的に業務に活かす」編
～自分たちの欲しいものをカタチにする～

・部門を超えてデータを連携する
・部門別でのスペースの活用方法
・帳票出力など外部連携を学ぶ
・できない→出来るにする方法を学ぶ

育成メニュー３日目～６日目
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・前回から今回までの間に作ったもの
を全体でシェアします。

・できたこと、できなかったこと
を話してもらいます。

・できなかったことの解決策
をお教えします。
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・できたことより、できなかったこと。
・わからないところまで行けたかどうか。
・他人のできなかったことで

自分が学べる。

大切なのは…
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一緒に考え
一緒に創り上げる
DX人材
育成プログラム

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
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